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1 は じ め に
表 1 「こいむすびJの特性概要

宮城県の北部平坦地帯や仙台湾沿岸地帯では,「ひとめ

ばれJや「ササニシキJ等の中生品種に作付けが集中して
いるため,刈遅れによる品質の低下を招くと同時に障害型

冷害への危険度が高まっている。そのため熟期の異なる品

種による,刈取適期幅の拡大や,障害型冷害に対する危険

分散が課題となっている。

「こいむすび」(1日系統名 :「東北160号」)|ま ,晩生の耐

冷・耐病・良食味品種を目標に育成された品種で,1999年

宮城県で奨励品種に採用され,北部平坦,仙台湾沿岸地帯
の「ひとめばれ」の一―部に替えて普及される見込みである。

本報では「こいむすび」の育成経過と主要特性について報

告する。

2育 成 経 過

「こいむすび」は宮城県古川農業試験場において晩生の

耐冷・耐病・良食味品種を目標に育成された品種である。

交配は19"年に「中部73号Jを母とし,「東北143号 J(後
の「ひとめぼれ」)を父として行った。 1%9年に F〕 を ,
1989年～1990年にF2を それぞれ温室で世代促進 し,1990

年 F3を耐冷性検定圃場に養成して耐冷性による集団選抜

を行い,1991年本田においてF`穂別系統を栽培 して個体

選抜を行い,1992年以降系統栽培して選抜・固定を図った。

1998年 F。世代で「98P-128Jの試験番号を付して生産力
検定に供試した。翌1994年 F7世代で「東665Jの試験番号

を付して生産力検定試験,系統適応性検定試験並びに特性

検定試験に供試した結果,有望と認められたので,1995年
から「東北160号」の系統名を付け奨励品種決定調査に配

布を開始した。1999年 に宮城県で奨励品種に採用され ,

「こいむすびJ(水稲農林360号 )と 命名登録された。

3特 性 の 概 要

稗長は「ゆめむすびJよ り長 く「ひとめばれ」並で
“やや長",穂長は「ひとめばれJ,「ゆめむすびJよ りやや

長く “中"である。穂数は「 ひとめばれ」より少なく
「ゅめむすびJ並の “中",草型は '中間型"である。稗
の太さは「ひとめばれ」,「ゆめむすびJよ り太く “やや太"

き の 多

玄米収量  (kg/a)  547
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品  質  上中
味   上中

上中   上中
上中   上中

注 育成地の生産力検定試験標肥区の成績
1995～ 1998年の平均

表 2 葉いもち圃場抵抗性検定成績

推定抵 育成地 愛知山間 福島相,需

品 種 名 抗性遺 発病  発病  発病 総合判定

こいむす び P,
トドロキヮセ  Pj
ヨ ネ シ ロ  Pj
藤 坂 5号 P`
あ さ あ け Pj

注 1)畑晩播検定。調査年次は育成地,愛知山間は
1994～ 1998年,福島相馬は1995～ 1998年。数値は
各・.8査年次の平均也
2)発病程度 :0(無病班)～ 10(全茎葉枯死)
3)総合判定の括弧内は基準品種の判別基準。

41   62   32   強
43    6 1     43    (1螢 )
41  59  39 (や 強)
49  63  42 (中 )

58  73  49 (や 弱)

品種名

性 晩生の早 中生の晩 晩生の晩
中間型 偏穂数型 中間型

-5-



東 北 農 業 研 究 第 52号  (1999)

表3 穂いもち圃場抵抗性検定成績

期   籾率   期   程度   期   程度   期   程度
(月 日)   (%)   (月 日)         (月 日)         (月 日)

こいむす び   828  302  818  56  904  51  821  35   強

判定

トドロキヮセ

ミ  ヨ  ン
あ さ あ け

イナパ ワセ

823     222     810      48      825      52
822     634      8 12      89      827      65
821      700     8 12      85      826      73

812   46  (強 )

816   77  (や 強)
813   69  (や 弱)

818     935     8 10      92      824      84      812      82      (35)

注 1)調査年次は育成地,愛知山間は1994～ 1998年,島根赤名,東北農試は1995～ 1998年。数値は各調査年次の平均
値。
2)発病程度 :0(無病班)～10(全穂首罹病)
3)総合判定の括弧内は基準品種の判別基準。

繹質は 'やや剛"で,耐倒伏性は「ひとめばれ」より強

く「ゆめむすび」並の “やや強"である。粒着密度は
「ひとめばれ」と同程度で “やや疎",やや短亡を中程度

生じる。

出穂期及び成熟期は「ひとめばれ」より遅 く,「ゆめむ

すび」よりやや早く,育成地では “晩生の早"に属する。
いもち病真性抵抗性遺伝子型は “P`j" と推定され ,
圃場抵抗性は葉いもち,穂いもちともに「ひとめばれ」,

「ゆめむすび」より強い “強"である (表 2, 3)。 自葉

枯病抵抗性は “やや弱",縞葉枯病には “罹病性"である。

穂発芽性は “難"である。収量性は「ゆめむすび」に

優り,「ひとめばれ」に近い。

障害型耐冷性は耐冷性極強の基準品種である「コシヒカ

リ」,「 トドロキワセ」より強く「ひとめばれ」と同程度の

“極強"である (表 4)。

表4 耐冷性検定試験 (育成地)

品種名    簿巽努   歪震    輸定__

玄米の粒形は「ひとめばれ」,「ゆめむすび」と同じ“中",

粒大は「ゆめむすび」より小さく,「ひとめばれ」並の

“中"で,玄米千粒重は「ゆめむすび」より小さく,「ひと

めばれ」並の “中"である。

腹自,心自,乳白は「ゆめむすび」より少なく「ひとめ

ばれ」並で,玄米の外観品質は「ゆめむすび」に優り,

「ひとめばれ」並の “上の中"である。

食味は「ゆめむすび」に優り,「 ひとめばれ」に近い

“上の中"である (表 5)。

表5 食味試験成績 (育成地)

総合 基準品種

品種名 外観 香り 味 粘り 硬さ 評価
こいむすび 05 02 03 08-0108チ ヨホナミ

ひとめばれ 06 03 05 10-0111
注 外観 香り,味,粘 り,総合は+5(基準よりかな
り良い)～ -5(基準よりかなり不良),硬 さは+3
(基準よりかなり硬い)～ -3(基準よりかなり軟ら
かい)で評価した。数値は1994～ 1998年に8回試食し
た平均。
試食者は古川農試職員 5～ 15名

4 ま

「こいむすび」は「ひとめばれ」並の極良食味で耐冷性,

耐病性が強い。宮城県で奨励品種に採用され,北部平坦地

帯や仙台湾沿岸地帯に普及が見込まれており,こ れら地帯

に作付けされている「ひとめぼれ」の一部を「こいむすび」

に代替することにより,食味,品質のレベルを低下させる

ことなく,障害型冷害に対する危険分散と,刈取適期幅の

拡大が期待できる。

栽培上の留意点として,「ひとめばれ」に比べ穂数が少

ないので,茎数及び穂数の確保に努める。自葉枯病抵抗性

が “やや弱"なので,常発地帯では栽培を避ける。

こいむす び   824
ひ とめ ばれ   821
トドロキヮセ   816

30      2
31
37

2

(2)

(3)

(4)

オ オ ト リ    820     53
コガネヒカリ   820
アキ ホマ レ   819
トヨニ シキ   819
コ ン ヒカ リ  830
大    空   902

81    (5)

58          (2)

農 林 21号   829    97    (7)

73

91 (6)

84 (4)

注 1)恒温深水圃場に 1系統 3株, 1株 2本植, 2反
復で養成,冷水処理は7月初めから9月 初めまで
水深25m,水温19℃の水を循環潅漑。
2)不稔程度は, 1株から得長順上位 5穂, 1系統
当たり15穂を採取し,不稔歩合 0か ら100%ま で
を 1～ 10の ランクで表したもの。
3)耐冷性の判定は1986年の育種連絡会議の申し合
わせによる基準品種との比較による。 (1強, 9
弱の方向)
4)数値は1994～98年の平均値
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